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研究成果の概要（和文）： 
  教師の力量形成を授業スタイルの形成ととらえ、授業スタイルの形成に「教師文化」（例えば

学校文化や教師の自主的なサークルの文化）などが影響するかについて、その教師のライフヒ

ストリーを追うことによって明らかにした。 
 結論を一般化することはできないが、ある自主的な教師サークルに属する教師へのインタビ

ューによれば、そのサークルの文化（例えば、教育技術を共有する、とか地域学習の単元を協

同でつくりだす）ことが自分自身の授業スタイル形成に上で決定的な影響を与えていることが

明らかになった。とくにそれは実践報告を通してというよりは、一緒にフィールドワークし、

授業をつくりだすという協同の作業を通してサークル文化が伝えられるということが明らかに

なった。教師の力量形成には、学校文化や官製の研修等も影響を与えるが、自主的な教師サー

クルを通して伝えられる教師文化の力が大きな影響を与え、伝搬する。 
研究成果の概要（英文）： 
The formation of teacher's ability was seemed as the formation of the teahing  
style,and clarified by chasing the teacher's life history whether "Teacher culture" (for 
instance, culture of school culture and teacher's independent circles) etc. Teacher 
Culture influenced the formation of the teaching style.  
It was clarified that the culture of the circle (For instance, the unit of regional study is 
jointly produced as educational technology and training was shared) gave the decisive 
influence to own teaching style formation on though the conclusion was not able to be 
generalized according to the interview to the teacher who belonged to a certain 
independent teacher circle. Especially, it was clarified to it that the circle culture was 
passed on through through the work of and cooperation of producing the fieldwork 
doing and the teaching plan together rather than written reports. The influence with 
big power of the teacher culture passed on through an independent teacher circle is 
given, and it propagates though the training of the school culture and government 
manufacture etc. also influence the teacher's ability formation. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

本研究「教師の授業スタイルの形成と『教師文

化』――ライフヒストリー的アプローチを通して」

は、教師の力量形成のコアとなる授業スタイルの

形成が、授業研究にかかわる「教師文化」（研究会、

サークル等）との出会いによってどのように起こ

るのか、そのドキュメントを教師のライフヒスト

リーの中に位置づけながら明らかにしようとする

ものである。 
授業スタイルを「その教師が授業を構想し、教

材づくりや授業を行う際に見られる特徴のある

『一貫性』」（森脇 2007）と定義しておく。本研究

では、授業スタイルという概念を、授業実践経験

の歴史に由来している側面に重点を置いて捉えて

いる。つまり、授業スタイルは、個々の教師の授

業実践史に中で形成され変容してきたものとして、

通時的に理解されるべきだという立場を、ここで

はとっている。教師の力量形成にとって、授業ス

タイルの形成はきわめて重要な指標となる（森脇 

同上）。ライフヒストリー的アプローチとは、教師

の「語り」を一つの基本資料にしながらも、教師

自身の実践記録や分析者の観察記録など、データ

を多面的に採りながら、教師としてのカリキュラ

ム経験と授業変革の歴史を、授業事実のレベルで

丹念に洗い出そうとする試みである。このアプロ

ーチによって授業スタイルの形成はいわば発生論

的に明らかにされる。 
 教師のライフヒストリー研究は高井良健一

（1995）が述べるように、1980年代の「新しい」

教育社会学の誕生と密接に関連し、その課題意識

は教師の個人史を教師文化や地域社会の文化史と

の関連でとらえる方向へと発展してきた。こうし

た研究の豊かな蓄積に学びながらも、筆者の問題

関心は、日本語教師個人の授業変革史、とりわけ

教師のカリキュラム経験（自らの授業実践のリフ

レクションによる再構築）と授業スタイルの変革

の関係性を明らかにすることにある。 
 ライフヒストリー的アプローチをとる理由は以

下の通りである。授業は、本来、それを実践する

特定の教師が実践経験の中で形成してきた見識に、

深く根ざした営みである。つまり、授業の構想と

実践において、目の前にいる学習者の状況をどう

理解するか、授業の目的をどう想定するか、教材

や学習活動をどう利用し組織するかということは、

その教師のそれまでの授業実践経験の歴史に由来

している面が大きい。言い換えれば、個々の授業

には、教師がその都度、授業を自らの実践経験に

由来するものとして構想し実践するだけの、個別

具体的な必然性が見出せるはずである。しかし、

従来の授業研究は、授業が目的とする能力形成や

教科内容習得に、手段としてどのような教材や学

習活動が有効か、という目的─手段関係を基本枠

組みとした研究視点をとる傾向が強かった。そう

した研究視点に基づいて、目的達成に対する手段

の有効性を検証し、この目的─手段関係を「どの

教室にも通用する一般的な技術的原理」（佐藤学

1996）として提起しようとする一般化志向が、従

来の授業研究の基本線であった。 
 しかし、近年教育方法学においては、授業の「技

術主義的な把握」に対する再検討の機運が高まり、

教師論としての教師のライフヒストリー研究とミ

クロな授業研究との間にクロスオーバー的な研究

領域、すなわち「授業スタイル構築」を教師のラ

イフヒストリーの文脈の中で理解しようとする研

究領域が成立してきている（森脇 2004）。 
 教師文化とは、教員が形成してきた文化と規定

しておくが、ここではその場として、授業研究に

かかわる自主的なサークルから官制の教育研究部

会のようなものまで、とりあえず広くとらえてお

きたい。これまで筆者は、学校文化との出会いに

おける授業スタイルの確立をテーマとして挙げ、

事例研究を積み重ねてきた（平成 18～19年度科研

費研究 基盤(C)「授業スタイルの形成と学校文化

――ライフヒストリーアプローチを用いて」）。そ

こで明らかになったのは、学校文化との「出会い」

が授業スタイルの変容に大きな影響を与えている

ことと同時に、自主的なサークルへの参加、研究

会への参加が教師の授業スタイル形成にとってき

わめて重要なインパクトを与えている事実だっ

た。佐藤(2007)は、日本の教員の質を保証してき

たものとして、明治以来の歴史的な伝統、大正自

由教育以来のインフォーマルな専門家文化、そし

て戦後の学校の校内研修と実践研究を主にした専

門家としての教師文化を挙げ、そのどれもが衰退

してしまったことが教師の質の危機を招いている

と述べる。近隣の四日市市においても、半官半民

で行われてきた教科の研究会の衰退が教師の力量

形成の場を奪っているとの複数の証言を得ている。 
 だがいったい日本の教師たちは専門家文化（教

師文化）との出会いによって、どのような授業ス

タイルの確立をおこなってきたのか、その実態は

明らかではない。 
 筆者はこれまでの事例研究の蓄積の中で、授業

スタイルの生成と変容が、あるできごととの「出

会い」によって起こっているのではないかという

暫定的な仮説を持つに至っている。できごととは、

これまでの自分のやり方が児童・生徒にまったく

通用しなかったというような事件である場合もあ

るが、まったく新しい学校文化や教師文化との「出

会い」というケースも多く見られた。 
 今回、焦点をあてたいと考えているのは、教師

文化との「出会い」がいったいどのような経緯で

起こるのか？その「出会い」がどのように個別の

教師の授業スタイルに影響を与えていくのか、そ

の具体的、個別的なケース事例を追いたいと考え

ている。 

 
２． 研究の目的 

 
 まず授業スタイルの生成と変容においてどのよ

うに「教師文化」との出会いが影響を与えたか、



その個別事例研究を積み重ねたい。ある教師の自

主的なサークルを選び、そこで活動している教師

に、「教師文化」との出会いが自分の授業スタイル

形成にどのような影響を与えたか、インタビュー

を主に、可能ならば授業参観、残されている授業

記録などを用いて明らかにしたい。それが１，２

年目の目標である。それらは個別教師のモノグラ

フとして記述されることになる。２，３年目の研

究期間後半においては、サークル、あるいは研究

会自体の流れも一方で押さえながら、「教師文化」

そのものの意義と意味を具体的な事例に即して明

らかにすると同時に、今日的な意味についても明

らかにしたい。 
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３． 研究の方法 
 

研究の方法として第一点はライフヒストリー的

アプローチにより、授業者の授業スタイルの形成

過程を授業者自身の意図や意味づけとの関連でと

らえることができ、教師個人の歴史的、文脈的な

理解が可能になる。こうした研究結果としての事

例は、具体性ゆえに、その事例に出会う他の教師

に、事例と自らの授業実践経験を対照させて、自

身の経験をふり返る契機を提供できる可能性をも

ちえる。事例のもつこの性格を、ある個別的な事

例に出会った者が自らの経験との類似を見出せる

という意味で、典型性と呼ぶならば、個々の事例

研究が典型性を持ち得たとき、個々の教師にとっ

ては充分意味をもつモノグラフになる。第二点は、

事例研究の個別性を超えて授業スタイルの形成を

核とした教師の力量に対してサークルや授業研究

会などの教師文化がどのような役割を担ってきた

のか、その意義、意味を再確認できることである。

地域の教師文化のルネッサンスが教師の質の保証

にとって必要不可欠であることを具体的な事例ケ

ースをもとに根拠づけたいと考えている。こうし

た研究は、このままでは歴史の中に埋もれてしま

うであろう「教師文化」の再興を促し、現職の教

員の研修の在り方に一石を投ずることになるだろ

う。教師サークルに属する教師の授業の参加観察

とともにライフヒストリーインタビューを行い、

教師の授業スタイルの形成に教師文化がどのよう

な影響を与えたかを明らかにする。 

 
４． 研究成果 

 

 成果としては大きく分けると二つのことが上げ

られる。一つは全国規模の授業づくりに関する NPO

法人の夏の研究集会のシンポジウム（2009,2010）

において、二人の有名なベテラン教師のライフヒ

ストリーインタビューを行ったことである。イン

タビューの中で明らかになったことは、学校文化

とともに学校以外において文化を吸収しながら自

分の授業スタイルを形成していることであった。

また、その授業スタイルは「観」の形成を同時に

伴っているということであった。こうした公の場

におけるライフヒストリーインタビューは、研究

の当初には予定していなかったが、技術やシステ

ムを「その人となり」あるいはライフヒストリー

の中で意味づけることによって、より技術やシス

テムを理解できると多くの参加者が感じたことで

ある。 

もう一つはより小さな同人的サークルの果たす

役割である。このことに関して広島にある教師の

自主的なサークルに所属している 4 人の教師の授

業参観、その報告の検討、またライフヒストリー

のインタビューを行うことができた。 

 その中の S さんについては、授業についてのス

トップモーションによる検討会を行った。 

 S さんがサークルに持ち込んだビデオは確かに

ストップモーション検討にかけられたが、それは、

授業技術を云々するのではなく、S さんの世界を

理解するための方途であった。授業技術から学ぶ

やり方もあったが、むしろ S さんがこれまで何を

大事にし、これからどんな実践をつくっていきた

いのか、過去と未来を結ぶ結節点としての現在と

してこの授業を私たちは観た。S さんの「観」が

明らかにされ、授業の中で一瞬だったが、外輪さ

んの「観」にもとづいた願いが実現しているとこ

ろを確認・共有することができた。 

 こうした S さんの授業検討のように、教師文化

を持つサークルにおける教師どうしの学びは、き

わめて大きな影響をその教師に与える。またイン

タビューによって明らかになったのは、こうした

授業検討だけではなく、サークルで一体となって

の授業づくりの面においても大きな影響を与えて

いた。たとえばこのサークルでは地域学習をサー

クルのテーマにしているが、サークル単位でフィ

ールドワークに出かけたり、その道の専門家を呼

んだりしている。こうした経験の共有が基盤とな

って各々の地域実践構築に大きく貢献しているこ

とが明らかになった。 

 このことは、教師の自主的なサークルの参加教

師の授業スタイル形成にとっての重要な位置を明

らかにしているし、日本の教師文化の伝統がこう

した自主的なサークルにおいて継承されている点

も指摘しておくことが必要だろう。 
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